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　咀嚼機 能 に関 して は，顎 口 腔系が 営む重要な機能

で ある こ とか ら多 くの 研 究が 行 われ て い るが ， 近 年 ，

咀 嚼 時にお け る食物 の 粉砕や細 分化 が，臼歯部 の機

能咬頭間の 限局 された部位 ，
“
主機能部位

”D で 行わ

れ る こ と が 明らか に な っ て きた ．被験者 の 舌上 に 試

料を載せ ，咀嚼 側 を指 定 した うえ で咀嚼時 を想 定 し

て 噛みやすい 部位 で 1 回の 噛み しめ を行 わせ る と，

試 料 を噛み し め る部位は
一

定 し て い る場合 が多 い ．

こ の 部位を，そ の 被験側 に と っ て の 主機能部位 と名

づ けて い る，主機能部位 は，咀 嚼 を円滑 に行 ううえ

で 重要 な部位 で あ り，適切 に理解 し てお く必要があ

る．加藤 らは ，肉眼的 観察に よ り，主機能部位 は咬

頭嵌合位 におい て 緊密 に咬合する部位 と
一一

致 し，多

くの 被験側で 上下 顎第
一

大 臼歯 の 機能咬頭間 に集 中

して い た と報告 して い る
2）．ま た ， 緊密な 咬合 が欠

如 した 部位に緊密な咬 合を付与 した場合，他 の 部位

に あ っ た 主機能部位が そ の 部位に 移動す る とい う現

象が起き る こ と もわか っ て い る
3）．しか し ， 主機能

部位が ど の よ うな咬 合関係 を有す る の か ，定量 的な

解析 を行 っ た研究は ま だ報告 され て い ない ，そこ で

今同 ， 演者 らは ， 咬合接触関係 と主機能部位 を解析

し，そ の 関係 を検討 し た の で 報告す る．

H ．方法

1． 被験者

　イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トの 得 られ た ，顎 口腔系

に特 に異常 を認 め な い 健 常有歯顎者 11 名 （男 性 7 名 ，

女性 4 名 ，平均 年 齢 28．3 歳）を被験者 と した．そ の

Graduate　Schoo1 ，

うち ， 臼歯部の 被蓋関係 に乱れ の な い 右側 9 側 ， 左

側 9 側，計 18側 を被験側 と し た，

2． 主機能部位 の確認

　直径 3，4m皿 の ス トッ ピ ン グ （テ ン ポラ リー ス トッ

ピ ン グ，松風）を長 さ 4mm に 切断 し た も の を試 料 と

し，舌上 に 1個載せ ，咀 嚼側を指定 し た うえで 噛み

やす い 部位で の 1 回 の 噛み し め を行 わ せ た ．つ い で
，

噛み しめ られ た試料を 口 腔外 へ 取 り出 し，あ らか じ

め製作 し て おい た歯列模型に適合 し て ，咀嚼 した部

位 を確認 し た ．こ れ を左 右両側 にお い て 各 5 回行 っ

た ，こ の 噛み しめ の 結果が
一一keする部位 を，そ の 被

験側 で の 主機能部位 とした．

3． 咬合接触関係 の 記録

　咬 合接触 関係 の 記録 には シ リ コ
ー

ン 印象材

（Extrude　Wash，サイブ ロ ン ・デ ン タル ）を用 い ，

咬頭 嵌合位 に おける中等度噛み し め時 の 咬合接触記

録 を採得 した ．採得した 咬合接触記 録 は咬合平面 に

平行 に トリミ ン グした後，シ ャ
ー

カ ス テ ン 上に置き

その 透過像を撮影 し た ．

4． 画像解析

　　透過減衰法に よ り ， 咬合接触記録 の 厚み 50Ptm
，

に 相当す る輝度 を求 め，画像処理 に よ り 50μ m 以下

の 咬合近接域 の 像を作製 し た ．ま た ，画像解析 ソ フ

ト （Win　Roof，三谷 商事） を用 い ，各被験 側 に ごと

に ，次の 面積 を測定 し た ．

1）50　tt　rn以下の 咬合近接域にお け る第
一

小 臼醤か ら

　 第 二 大 臼歯 の 咬合接触面積

2）主機能部位 に含まれ る 50 μ m 以下の 咬合接触 面積，

　 さらに こ の 咬合接触面積 の 同側 臼歯部 の咬合接触

　 面積に 占め る 比 率

5． 統計処理
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　 ス トッ ピ ン グの 噛み しめ部位 が 5 回一致 した群 と，

4 回以 下
一致 の 群 にわけ ， 上記 の 主機能部位に ある

咬合接触面積が 臼歯部歯列全体の 咬合接触 面積 内で

占め る比 率の 平均値を算出 し
， 代表値と し た，こ の

平均値 の 検定 を t 検 定にて行い
， 統計学 的分析を行

っ た．

皿 ．結果及び考察

　各被 験側 ご とに ス トッ ピ ン グ の 噛み しめ を 5 回行

っ た結果 ， 5 回 とも噛み しめ る部位が
一
致 した もの

は 10例 （55．6％），
4 回

一
致 し た もの は 5 例 （27．8％），

3回
一致 した もの は 3 例 （16．7％）で あ っ た （図 1，

2），部位 とし て は，第
一

大 臼歯の機 能咬頭間に主機

能部位が集中す る例が多く ， 次い で 下顎第
一

大臼歯

と第二 大 臼歯 の 隣接歯間部 ， 第二 大 臼歯 の 機能咬頭

間で あ っ た．それぞれ の 主機能部位 にあ る咬合接触

面積が 臼歯部歯列全 体の 咬合接触面積内で 占め る

比 率の 平均値は 5 回
一

致で 32．6％，4 回以下
一

致で

16．5％で あ っ た ．

職論 羅
弩 轟 渥 纈

一

図 1　 5 回
一

致例の ス トッ ピ ン グを噛み しめた部位
　 　 と咬合接触 （下顎右側例 ： 5 回 とも第

一
大臼歯

　 　 の 遠心機 能咬頭付近で
一

致 し た）

欝

欝
麩

鴛

　
　
　
　
　
　
　
　

藁

　
　
　
　
　
　
　
＾
違、

欝
藤
塩

，

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
硬

鷲
灘

囈

欝
  撫’・fi．L∫

図 2　 4 回
一

致例の ス トッ ピ ン グを噛み し めた部位
　 　 　と咬合接 触 （下顎 右側例 ： 1 回 は第

一
大 臼歯

　　 　と 第 二 大 臼歯 の 隣接 歯間部 ，4 回 は 第
一

大 臼

　　 歯の 遠心 機能咬頭付近 で 一致 し た ）

　 こ の こ とか ら，
一

致度 の 高い 5 回
一一一ikは 4，3 回

一致 した場合 よ り主機能部位 に ある咬合接触面積

の 比 率が高 い と考 え られ る．そこ で ，5 回
一

致群 と

4 回以下
一
致群 にわけ，それ らの 主機能部位にある

咬合接触面 積が 臼歯部歯列全体 の 咬合接触面積 内で

占め る比率の 平均値 を出 し，そ の 平均値 に つ い て t

検定 を行 っ た とこ ろ，5 回
一
致群 と 4 回以下

一
致群

で は 5 回
一致群の 平均値 の 方が有意 に大きか っ た

（図 3 （P＜ O．　05））．
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図 3　5 回
一

致群 と 4 回以下
一

致群 との 比較 （縦軸 は主機
　　 能部位に あ る 咬 合接触 面積が 臼歯部歯 列 全 体の 咬

　　 合接触内 で 占め る 比 率）

　臼歯部にお い て あ る部位が主機能部位となるに は ，

生 体が そ の 部位 を 「噛みやすい 1 と認識して い る こ

とに よる と考 え られ る．中で も 5 回
一

致 とい う結果

は，主機 能部位が安定 して い る とい うこ とで あ り ，

こ の 結果 よ り，主機能部位 を安定させ るに は 50μ m

以 下の 咬合接触が 重要 で ある こ とが示唆 され た．
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